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【事業のフローチャート】

ご挨拶
平素より全国肉牛事業協同組合の活動に格別のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
当組合は、平成元年の設立以来、全国各地の生産者が結集する協同組織として歩みを重ねてまいり
ました。現在では、北は北海道から南は九州・沖縄に至るまで、全国に広く1,000名を超える組合員を
擁する組織へと発展し、その責任と役割はますます重要なものとなっております。
私たちは、農林水産省をはじめとする関係行政機関のご指導、ならびに関係大臣各位、国会議員
の先生方のご高配とご支援を賜りつつ、また各市町村の皆様との緊密な連携のもと、我が国の肉牛生
産の安定と品質向上に努めてまいりました。
一方で、近年の中東情勢の影響等による燃料価格の高騰や、飼料費・資材費をはじめとする物価の
上昇は、畜産経営に大きな影響を及ぼしており、生産現場は厳しい状況に直面しております。
このような環境下においても、私たちは関係各方面のご指導とご支援を仰ぎながら、組合員が安心
して経営に取り組める基盤づくりを進めるとともに、安全・安心で高品質な牛肉の安定供給という使命
を果たしてまいります。
また、これまで築き上げてきた組合の事業と価値を大切に守りながら、全国の仲間とともに、その歩
みを次の世代へ確実に引き継いでいくことも、私たちに課せられた重要な責務であると考えております。
人材の育成と技術の継承を図り、将来にわたり持続可能な肉牛産業の発展に寄与してまいります。
今後も、生産者と行政、そして地域社会をつなぐ架け橋として、我が国の食文化を支える肉牛産業
の持続的な発展に寄与してまいります。
引き続き、皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

全国肉牛事業協同組合
理事長　山領　綱春

事業の概要
（１）肉用牛預託事業

組合が肥育素牛等の導入に必要な資金を金融機関から融資（動産担保）を受けて、組合
員へ現物預託しています。

区　分 補助事業 組合独自事業
肥育預託事業 肉用牛流通促進対策 肥育素牛特定預託事業
特徴 預託牛に助成金が交付される

ので組合員の実質金利は一層
低利で預託牛を導入することが
できます。

預託牛購入先、預託期間等の
要件及び飼養条件等がないた
め、組合員の経営に沿った預
託牛を導入することができます。

全国肉牛事業協同組合
食肉卸売市場

家畜市場等

組合員

経営の安定

繁殖用雌牛の増頭

•資金借入、 返済	 •予納金振込
•担保管理	 •販売精算処理
•その他事務処理
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精算金（販売代金－融資金額）振込

諸経費等支払

販売代金

預託契約

素牛代支払素牛代請求

補助金／助成金
給付金／貸付

みずほ銀行
日本政策金融公庫
農林中金

肥育預託事業



（3）生産資材の共同購買・供給事業
肉用牛・搾乳・繁殖牛経営に必要な配合飼料等の生産資材を、組合が共同購買を行い、
組合員の皆さまに低廉な価格で供給しています。

❶ 配合飼料等の共同購買・供給事業
・配合飼料（乳牛用飼料、肉牛育成・肥育用飼料等）
・単味飼料（自家配合用のトウモロコシ、大麦、フスマ、食品残渣等）
・粗飼料（国産粗飼料、輸入粗飼料等）
・添加剤（総合ビタミン剤、繁殖雌牛用・ほ乳期子牛用アミノ酸、乳酸菌等）

❷ 飼養管理器具・器材（換気扇・カウジャケット等）の共同購買・供給

（2）低利資金融資支援事業
組合員が民間金融機関から素牛購入に必要な資金の融資を受けるに当たって、組合が導
入牛の管理状況等を報告することで、組合員に対して低利な資金の借入が可能となるよう
支援をしています。

全国肉牛事業協同組合 組合員

（４）経営向上支援対策事業
組合員の肉用牛経営の収益向上を図るため、以下の支援を行っています。

❶�飼養管理に必要な「ふん尿処理施設」、「飼料の生産・給与に係る機械・装置」等
の機械・施設のリース事業

❷肥育牛（黒毛和種、交雑種）枝肉共励会の開催及び共同出荷事業

❸国の助成事業を活用し、組合員の生産基盤の強化を支援

各種委員会等
主な活動内容 各種委員会等活動として情報交換会、農場視察を実施して

いるほか、組合員との意見交換及び最新の肉用牛に関する
情報提供を行っています。
また、全国肉牛事業協同組合のホームページでは、
最新の畜産関係情報を提供しております。

※北海道、東北、関東、北陸・東海・近畿・中国・四国、九州・沖縄

❶ 乳肉複合経営専門委員会
❷ 青年部会
❸ 各地域ブロック会議 ※

❹ �国産牛肉輸出等促進委員会、
繁殖・肥育委員会

・担保管理
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入会の要件

• �肉用牛生産業又は酪農業を行う
事業者であるとともに、その事
業者（牧場等）を日本国内に有
していること。
• �出資金：１口５万円（口数は問い
ません）をご出資いただきます。
• �年会費：賦課金（１万円）をご
負担いただきます。

入会の方法

当組合へご連絡をいただき、加入申
込書を郵送でお取り寄せください。
＊�入会につきましては、紹介者が
必要となります。

当組合総務部までご連絡ください。

問合わせ先
全国肉牛事業協同組合  総務部
TEL：03-3503-8380
FAX：03-3503-8382

入会のご案内
当組合への入会につきましては、ご遠慮なくお問い
合わせください。
皆様のお申し込みをお待ちしております。

全国肉牛事業協同組合では、
上記のホームページで、農林水産行政、
組合活動に関する情報提供や
共同購買事業に係る購入申し込みなどを
掲載していますので、ご覧ください。
（https://jcic-f1.jp)

福利厚生事業
組合では、「業務災害補償制度　全肉牛(ぎゅう)っと安心保険」を設けています。
基本となる １ 階部分は、組合員の方であれば誰でも掛金無料で加入できます。 また、１ 階部分の 
上乗せ補償として、２ 階部分は任意加入で入通院等を加えることも可能です。
さらに、団体でしか加入できない長期障害所得補償（GLTD）では、従業員がケガなどで長期 
休職を余儀なくされ、その結果減少してしまった所得を長期間補償します。

組合ホームページ

全国肉牛事業協同組合の概要
名 称 全国肉牛事業協同組合

所 在 地 〒１０５-０００３　東京都港区西新橋１-２２-１２　ＪＣビル２Ｆ

TEL：03-3503-8380　FAX：03-3503-8382

設 立 平成元年（１９８９年）３月

組合員数 組合員：1,079名、賛助会員：92社（令和8年３月末現在）

出 資 金 12億円（令和8年３月末現在）


